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　二元代表制のもと、市民の負託に応えられる開かれた議会を目指し、行政へのチェック機能の強化
と民意を反映した政策形成能力の向上に努めるとともに、より一層議会の活性化を図っていくため、
平成 24 年 9 月 26 日に設置されました議会改革調査特別委員会において、これまで８回の委員会を
開催し、議会改革について調査・検討してまいりましたので、その結果等についてお知らせいたします。

１．これまでの主な検討事項
（１）議員個人の賛否結果の公開（実施済）
　本会議における採決を挙手から起立方式に変え、
賛否を明確にするとともに、議員個人の賛否結果
を議会報等に掲載することとしました。

（２）議会での討議方法の見直し（方針決定）
　本会議における一般質問については、これまで
総括質問のみでしたが、一問一答方式と総括質問
方式の選択制としました。

（３）一問一答方式に伴う議場レイアウトの変更（方針決定）
　一問一答方式の導入に向け、対面方式の質問席
と答弁席を設置することとしました。

（４）当局の反問権の設定（方針決定）
　一問一答方式と併せ、本会議における説明員全
員に対し反問権を認めることとしました。

議員個人の賛否結果一覧表 ◆採決で賛成・反対が分かれた案件を掲載しています。
　なお、他の議案等は全員一致で可決されました。
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請　願
第17号

「全国一斉学力テスト」
学校別結果公表反対を
求める請願

● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● 不採択

※岡村一男議長は採決に加わりませんので「－」となっています。 【○：賛成　●：反対】

２．今後の検討課題
　今後、開かれた議会や議会機能の強化を目指し、
各種団体との意見交換会の開催、自由討議の機会
の設置、議会基本条例の制定等について、順次調査・
検討してまいります。

３．委員名簿
委 員 長　井野口勝則
副委員長　泉澤信哉
委　　員　青木一夫　渡辺充徳　多田善洋
　　　　　篠木正明　吉野高史　野村晴三
　　　　　河野哲雄　高山吉右

議会改革調査特別委員会活動状況のお知らせ


